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第 34園 長崎県新入発表演委金

作
曲
家
の

出演が決まった時、驚きと同時に、もう一度演奏を聴いて頂けることに深 く感動 し

ました。それと同時に、いろんな葛藤が,いの中に生まれました。こういう演奏がした

いなぁという思いが沢山出てきて、そんな中一番強 く心にあったのは、いい演奏がし

たいという気持ちでした。

それからというもの「演奏するJと いうことをよく考えてみたのですが、考えれば

考える程、人々にどの様にしたら伝えられるかわからなくなってしまったのです。

そんな時、ある先生との出会いがあ りました。先生は「作曲家の気持ちになって考

えてみなさい。あなたとラヴェルだけここにいるのよJそ して最後に「いい演奏をし

ようなんて考えてはダメ」そうおぅしゃいました。自分自身いつも作曲家のことを一

番に考えていると思っていたのですが、全 く反対で、自分がどうイメージし、どう弾

きたいかを一番に考えていたのだと気付かされ、もっと一音一音大切に、どんな思い

が込められ、どう弾いて欲しいのかを考えて演奏がしたいHと 思 うようになったので

す。自分の「音」が少しずつ聴こえてくるようになり、それからは演奏に集中できる様

になったと感じています。

この演奏会では、まだまだ勉強不足ではありますが、自分の持つ精一杯の力を出せ

たのではないかと思います。

そしてその様な演奏が出来たのには、スタッフの方力や出漠者の方力、家族の温か

い心 くばりがあったからです。

初めての経験なんですが、ステージに出た瞬間、沢山の人力を目にし、涙が出そう

になる位嬉 しかったのです。皆様に見守 られ、この場で演奏出来たことに、心から感

謝の気持ちで一杯です。

最後になりましたが、この演奏会に携わった皆様、熱心に御指導して下さる先生、

そして聴きに来て頂いた皆様、本当にありがとうございました。

第34回長崎県新人発表演奏会に出演させていただいて心よ

り感謝してお ります。このような大力的な演奏会に出演する

のは初めての経験でしたので、とても気持ち良く演奏させて

―頂きました。

私は熊本の平成音楽大学で4年間、音楽という人の心にとっ

て大切なものを勉強してきて、とても幸せだと思います。師、

.友人、家族の支えがなければ、こうして文章を書いてはいな

たと思います。
―
今回、出演された方の中には、現役音大生、他の仕事と両立

いる方、主婦の方など、様力な追求の仕方で音楽をしてい

方達と巡り会うことができて、とてもうれしく思っています。

を探究していくということは、終わりなく探究すること

私は思っています。探究する道に近道はなく、人それぞれ

は違っても、想像力と様々な努力によって、探究する道を

力になるものだと思います。また、私 も、立派な音楽家に

こ人に喜びと感動をさせる人になるよう、音楽を続けてい

壷

紘
孝

■平成音楽大学音楽学部
器楽科 管弦打楽コース卒業
〈雲仙市出身〉

第34回 長崎県新人発表演奏会プログラム
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紘孝 (ト ロンボーン)
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素 34露 長嬌県新入発表漢奏会

■武蔵野音楽大学音楽学部

器楽学科卒業

(大村市出身〉

:準グランプリi

第34回長崎県新人発表演奏会出演にあたりましては、文化団体

協議会の方力をはじめ多 くの方のど支援によりこのような素晴

らしい経験をさせて頂いた事に大変感謝致 してお ります。新入演

奏会への出演は私にとって幼い頃からの夢でした。ただ一心に

もっとフノレー トを勉強したいと上京 した5年前、全てが初めての

世界に戸惑い、苦 しい思いをすることも多力ありました。音楽六

学の実技試験では毎回極度の緊張を味わい、いつの間にか楽しん

でフルー トを吹 く事を忘れ、このままの自分ではいけないと悩む

事 も少なくありませんでした。しかし、同じ道を志す仲間違との

出会いは何物にもかえがたい財産となり、そんな中で、今の自分

も認め、今の自分ができる演奏を心を込めて丁寧にやろうという

気持ちをもてるようになったのです。ですから今回の演奏会では

今の自分にしかできない表現で、感謝を込めて精一杯演奏しよう

と感じていました。本番では緊張の中にありながら、しかしフノレー

トを吹く喜びをかみしめることができた様に思います。東京に出

たことで経験できた様力な想いがあり、また地元を離れて改めて

気付いた故郷の素晴らしさがあります。そんな貴重な時間を私に

与えてくれた家族に、そして支えて下さるたくさんの方力に感謝

の気持ちで一杯です。まだまだ未熟ではありますが、人 との出会

いを大切にし、広い視野を持って、フルーティス トとして音楽家

として成長していきたいと思います。本当に有難 うこざいました。

昨年の新入演奏会のオーディションも今回と同じ曲で受けよ

したが、その時は上手 くいきませんでした。それからしばらくは

楽譜 もCDも 棚の上に置いたままの状態でしたが、先生に背中を

押して頂き再度挑戦することを決めました。

挑戦すると決めてからは、練習と仕事の両立がとても大変でし

た。限られた時間の中での練習でしたので、毎日が時間との聞い

でした。でもその事で効果的な練習方法や集中するという事を勉

強できたように思います。また同じ曲で挑戦 したことにより、前

回見えなかった事、足 りなかった事が今回は沢山見えてきて本当

に勉強になりました。そして、私の大好きな曲の一つになりました。

大学卒業の時、恩師より「どんな状況でもピアノは弾き続けてね」

と言われた事があります。忙 しい日常の中で演奏を続けていく事

はとても大変な事だと思いますが、どんな時 も日標を持ち、挑戦

し続ける事テど大切にしたいと思います。

最後に、御指導 して下さった先生や応援の皆様、またお世話し

て下さったスタッフの方力に心より感謝致 します。今回のこの貴

重な体験は良い想い出と共に私の財産になりました。ありがとう

どざいました。

華藁奨Y書 支協

■武蔵野音楽大学音楽学部
器楽学科ピアノ専攻卒業
(雲仙市出身〉
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!第34回長崎県新人発表演奏会に出演できましたことをとても嬉しく、

光栄に思っております。

1私は、毎年行われている長崎の新人演奏会を聴きに行ってお り、舞台

轟轟|ご爾蓬駆頑巡 冬二総古屋違紹諸駕i曽ゑ
の演奏を多 くの聴衆の方力に聴いて頂いたことはとても嬉 しく、関係者

|■ | |の方々、聴衆の皆様に感謝で一杯です。

また、この演奏会を通して私自身、多 くのものを学び、吸収することが

できたと感 じます。私は大学でピアノを学んでお りますが、今回の演奏

会に向けて必死に頑張る中で、曲と真剣に向き合 うことができました。

曲に真剣に取 り組む中で、自分の内面に向き合 うような感 じがして、疑

間や悩みが出てきて落ち込んでも、自分の良い所と欠けている部分を評

価 して、自分なりの練習、取 り組みができるようになりました。音楽が常

に周 りにあるという環境の中で、普段考えたりしたことはなかった、自

分にとって「音楽」とは ?と いうことを自分に問いただしてもいました。

私は音楽が流れている空間には何か不思議なパヮーが宿っていると思

います。私は音楽を通して、聴いて下さっている方力に何か感 じとって

■|・もらえるような演奏を心がけ、日標としています。この演奏会を通して

=|:自
分自身をすごく成長させてもらった気がしました。

.●  また、落ち込み、悩んだ時に悩みを聞いたりしてくれた友人や、応援し
||て下さった自分の周 りの人達のおかげで、自分が頑張れているんだと心

・  から感じました。自分がどれだけ恵まれた環境の中で音楽をすることが
できているのか気づき、本当に私を支えて下さっている多 くの方力に感

謝と敬意で一杯です。そして、この素晴らしい新人発表演奏会を企画し、

運営して下さった多 くの関係者の方々に心から感謝致します。本当に有

難 うどざいました。

■活水女子大学音楽学部

演奏学科ピアノコース4年在学中

(長崎市出身〉

今回のステージは、私にとって故郷での久しパリの演奏となりました。

大学を卒業して、私はこの長崎を、家族のもとを、仲間のもとを離れ、新しい世界へと

踏み出しました。ウィーンヘの留学、そして福岡での大学院生活、場所は全 く違いま

すが、知らない世界へと足を踏み出す勇気はどこへ行くにも一緒でした。自分の居場

所がない所に飛び込んでいって、そこに自分の力で居場所を作 り上げていく…口で

言うのは簡単ですが、かなリカフな精神力と努力と体力を要することです。しかし、

それと引き換えに私はたくさんの素晴らしい出逢いを授かりました。素晴らしい師

との出逢い、切磋琢磨しながら共に演奏できる素敵な仲間との出逢い、特に大学院で

のとてもハードではありましたが充実した音楽漬けの生活は、私の人生においてと

ても貴重な財産となりました。

しかし、そうして新しい世界で頑張ってこられたのは、他でもない長崎にいる恩師、

仲間、そして両親のお陰です。音楽をここまで続けさせてくれた両親、それぞれ別の

道に進んでもいつも私を応援してくれた西高の仲間…たくさんの人に支えられて今

の私があります。大好きな音楽ですが、だからこそ専門とすると辛 く、その難しさに

もがき苦しみ、自らのかがいなさに失望してくじけてしまうことも多力あります。芸

術の世界は、表向きは華やかに見えますがそれはほんの一部分に過ぎず、実はその殆

どは地道で孤独な鍛錬の日力、己との戦いの繰 り返しなのです。

それでも続けているのは、やはりただただ好きという以外に他ならないのですが、その好きでいることを続けさせてくれ

たのは、私の周 りの愛する人たちであると思うのです。

ブリックホールでソロで演奏させていただいたのは、大学の定期演奏会以来でしたが、その頃の思いや、私自身の在 り方と

いうか意識が大きく変わっていることを実感しました。それが、少しはあの頃と比べて自分自身が成長できたということな

のかはわかりませんが、もしそうであれば良いなと思いつつ、そして私を支えてくれた愛する人達に感謝の念が届 くように

と願いながら歌わせていただきました。

これからも、聴衆の心に何かを残せるような、もう一度聴きたいと思ってもらえるような歌い手になれるように日々精進

してまいりたいと思います。

最後になりましたが、このような記念の場を作っていただきましたことを感謝致しますとともに、お世話いただきました

関係者の皆様には、深くお礼と感謝を中し上げます。

長崎県新人発表演奏会の益力の御発展を心よりお祈 りいたします。

邦
佳

■福岡教育大学大学院

教育学研究科音楽教育専攻

演奏学分野声楽領域修了

(長崎市出身〉
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長崎県新人発表演奏会のステージに立つことは、私の大きな目

標であり1憧れでもあ りました。演奏会が終わった今思 うことは、

大きく二つあります。

一つは、私を支えて下さった全ての方々に対する感謝の気持ち

です。ピアノが弾けるということは幸せなことです。精神面 も含

めて、すごくいろんな環境が整わないと弾けないからです。

もう一つは、ピアノに全身全霊で打ち込んだことで得 られた深

い満足感です。演奏会までの準備段階で本当に多 くのことを考え

ました。その中でも、人に説得力のある音楽を伝えるためには、イ

メニジをしっかり持って弾くことが大切だと改めて思います。弾

いたら一瞬で、ほんの通過点であっても、こだわりを持って少 し

でも美しい世界に近づ く努力をしたいと思います。

最後になりましたが、このような伝統のある素晴らしい演奏会

に出演することできて本当に幸せでした。演奏会に携わってい

らっしゃる皆様に心から感謝いたします。

今回、第34回長崎県新人発表演奏会に出演させていただけた事

に大きな喜びを感じています。僕の今までの大きな目標の一つで

もあった、このオーディンョンでの合格は、今の僕の自信 と原動

力に繋がっていると言えます。しかし、ここで満足 して足を止め

てしまうのではなく、これをステップにもっともっと努力して上

を目指し、研鑽を重ねていきたいと考えています。

日頃、僕が、家の中で練習していると、ついつい技巧的な事に頭

がいってしまい“聴き手"の存在を忘れてしまいがちですが、やは

,一番大切な事は、「自分の音楽を通じて、如何に感動を人に伝え

られるかJだ と思います。「では、どうすれば人を感動させる事が

出来るのか ?」 という疑間が浮かんできますが、やはリー番分か

りやすいのは、世界的な名手の演奏を目の前で聴 くと一瞬にして、

その人が、どれだけ途方 もない量の練習とそして研究を重ねてき

たのかが分かります。それが、自然と人に伝わり、感動が生まれる

のではないかと思います。そのような素晴らしい体験をもっと多

くの人々に知っていただきたいという気持ちを持って、これから

は、私自身が少しでも人に感動を与えることの出来る演奏家を目

指して努力していきたいと思います。最後に、今日の自分に至る

までを支えて下さった多 くの方た、諸先生方、家族、そして、演奏

を聴きに来て下さる方力に感謝し、御礼申し上げたいと思います。

新人発表演奏会を終えて改めて、長崎に来て本当によかった

と実感 しています。4年前、長崎大学歯学部に進学すると決めた

とき、大きな舞台で歌 うことはもう一生ないだろうと思ってい

ました。しかし、大学に入ってからも歌を続け、このような大き

なステージで歌 う機会を頂けるほどに成長できました。それも

これも、長崎でたくさんの素晴らしい人力と出会えたお陰です。

先生方、合唱団の方々、友人たち…全ての出会いが、一人暮 ら

しで勉学 と歌の両立に難渋する私の心の支えとなって くれて

います。そして島根からは、家族がいつもエールを送って くれ

ました。

たくさんの方々に支えられて迎えた本番では、私の歌人生の

中で一番多 くの拍手を頂 くことができ、お客さんが喜んで下さっ

たのが伝わってきて本当に感激しました。

今までの出会いがひとつでも欠けていたら、今の私はなかっ

たと思います。支えて下さった全ての方力に感謝の気持ちでいっ

ぱいです。これからも勉学と歌をしっかり両立させ、歯科医とし

ても歌い手としても、たくさんの人を喜ばせることができる人

生にしていきたいと思います。

■活水女子大学音楽学部
ピアノ・オルガン学科卒業

(長崎市出身〉

ヽ

|グランプリ:

■県立鳴滝高校卒業

(諫早市出身〉
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新人発表演奏会では多 くの方力のご支援のもと、とても貴重な経験をさせて

頂いたことに心より感謝 しております。

1 学校を卒業して8年がたち、そのうちの約5年は声楽から速ざかっていました。

現在、母親になって約2年、育児と家事に追われる毎日が続いたある日、高校

の同窓生で結成したコーラスに参加し、九州交響楽団とのジョイントコンサー

Ⅲに出漠しました。歌うことの楽しさを忘れていた私は「育児。家事に追われる

!―毎日ではなく、生活にメリハリが欲しい。それは目標を持って声楽を勉強する

ことではないのか ?」 と思い、新人演奏会オーデインョン合格・出演を目標に、

家族の協力を得てオーディションを受けました。

渡奏会当日のブリックホールでは精一杯の演奏をさせて頂きました。しかし、

に出演する準備段階で十分に出来なかった事は今後の課題として残っ

います。

育児・家事をしながら声楽の勉強をすることは、時間的にも厳 しい面があり

ますが、最近では息子が声楽 (音楽)を一番に楽 しんでいるようです。私が勉強

をする時はピアノの近 くに座っておとなしく聞いていたり、一緒にピアノを弾

きたがります。そんな時は息子の好きな童謡やオペラの序曲を簡単に弾 くと、

音楽に合わせて踊っています。テンポや音の強弱、音符の長さなどに合わせて

全身で表現 している姿を見ると、「楽 しいね Iマ マ、一緒にもっと楽 しもうよ。

もっともっといろんな音楽を教えてね。」と言っているような気がします。

他の楽器と違い、声楽は自分の身体が楽器なので、コンディシヨンを整える

のも難 しいことですが、新たな声や表現を身につけるのも難 しいことです。私

は数年のブランクの間に経験・体験 したことがあったからこそ、学生時代には

なかった新たな声や表現を身につけられたと思います。

これまでに経験 したこと全てが私の財産として残 り、サポー トしてくれてい

る家族、熱心にど指導して下さる先生、音楽を通じて出会えた方ノ筆がいてくれ

るからこそ今の私があります。いつも本当に感謝の気持ちでいっぱいです。

これからも大好きな音楽を息子といっしょに楽しんで続けていきたいと思います。
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■長崎大学歯学部

歯学科4年在学中
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■活水女子大学音楽学部

声楽学科卒業

(佐世保市出身〉
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今回から設けら境 たゲストコーナーには、昨年の第33回演奏会で

好評を博したフルー ト奏者の佐々静香さんを迎えました。佐力さん

は、長崎市生まれで、くらしき作陽大学音楽学部出身。卒業後 ドイツ

に渡 り、現在、ベル リン“ハンス・アイスラー"音楽大学に在学中で、

2005年 8月 よリゲッティンゲン交響楽団の契約団員の将来有望な若

手アーティスト。今回は、同じドイツの交響楽団で活躍中の中根浩

ゲ

・．

葬

一毒

二

肇

一

篭

/

イf
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霞
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差riヤ寅佐々静香さん

晶 (ピ アノ)さ んとのディオによる、カール・ライネッケ作ソナタ「ウ

ンディーヌ」作品167を 華麗に披露してくれました。

浦
お
か
あ
さ
ん
コ
ー
ラ
ス

◎着手アーテ イス ト派遣事業とは

県文化団体協議会加盟団体からの要請により、長崎県

新人発表演奏会出演者を派這する事業です。派遣経費の

うち、出演者旅費と出演料を要領に沿つて県文化団体協

議会が負担するものです。18年度は他に、江迎町文化協

会、飯盛文化協会のイベントに参加予定です。

一ロ
ロ
≡い

ス

―
．ジ

本県の音楽文化の向上を目的に1972年から開催。来年の35回 目の記念演奏会に向け、今年は賞金10万 円

のグランプリを設けた。昨年から審査態勢 も充実、審査委員長を大阪シンフォニカー交響楽団首席指揮者

の大山平一郎さんが審査委員長を務めている。

52人 のオーディンョンから優秀賞に選ばれた10人が、長崎グリックホールの大舞台でステージを披露 し、

若
手

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
派
遣
事
業
に
よ
り
、
北
松
浦
お
か
あ
さ
ん

コ
ー
ラ
ス
交
歓
演

奏
会
に
お
い
て
ゲ

ス
ト
演
奏
を
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
人
ム
場

で
あ
た
た
か
く
迎
え
て

下
さ

っ
た
お
母
さ
ん
方
、
聞
く
と
こ
ろ
に
よ
る
と
こ
の
演
奏
会
は
二
十
三
年
も
続

い

て
い
る
そ
う
で
す
。
演
奏
を
少
し
聴
か
せ
て
頂
き
ま
し
た
が
、
明
る
い
笑
顔
と
歌
声

に
、
こ
ち
ら
が
元
気
と
勇
気
を
も
ら

い
ま
し
た
。
≡」
の
様
な
お
母
さ
ん
方

の
す
て
き

な
活
動
と
地
道
な
努
力
が
、
き

っ
と
長
崎
の
ま
ち
や
人
を
も
元
気
に
し
て
く
れ
る
と

思

い
ま
す
。

今
ま
で
様

々
な
演
奏
会

で
歌
う
機
会
は
あ
り
ま
し
た
が
、
今
回

一
人
で
二
十
分
も

の
時
間
を
頂
き
、
そ
の
中

で
選
曲
、
内
容
や
演
出
を
考
え
て
舞
台

に
立

つ
と
い
う
の

は
初
め
て
の
経
験

で
し
た
。
聴

い
て
下
さ
る
方
に
喜
ん
で
頂
け
る
よ
う
、
一
人
の
演

奏
家
と
し
て
自
覚
を
持

っ
て
臨
も
う
と
思

い
ま
し
た
。
本
番

で
は
演
奏
に
真
摯
に
耳

を
傾
け
、
私

の

つ
た
な

い
話
に
も
時
折
う
な
ず
き

な
が
ら
聴

い
て
下
さ

っ
た
お
客
様
や
お
母
さ
ん
方

に
大
変
支
え
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
私
の
活
動
を
陰

な
が
ら
見
守

っ
て
く
れ
た
家
族
の
あ
り
が
た
さ
を

実
感

し
ま
し
た
。
私
は
現
在
長
崎
を
離
れ
て
生
活

し
て
い
ま
す
が
、
常
に
変
わ
ら
ず
心
に
あ
る
の
は
、

故
郷
長
崎
と
そ
こ
に
い
る
人
や
家
族

へ
の
想

い
で

す
。
最
後

の
曲
は
文
部
省
唱
歌

の
「
ぶ
る
さ
と
」
を

選
曲
し
ま
し
た
が
、
私

の
心
に
あ
る
想

い
を
表
現
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す
る
の
に

一
番
ぶ
さ
わ
し
い
と
感
じ
た
曲

で
す
。
一
緒
に
口
ず
さ
ん
で
下
さ
り
、
あ

た
た
か
い
拍
手
を
頂

い
た
事
は
、
今
後
活
動
を
続
け
て
い
く
上

で
の
励
み
と
力
に

な
る
と
思

い
ま
す
。
今
回
の
演
奏
会
は
本
当
に
多
く
の
人
の
や
さ
し
さ
を
肌
で
感

じ
た
貴
重
な
経
験

で
し
た
。

舜
台

に
立

つ
時

い
つ
も
思
う

こ
と
は
、
演
奏
を
通
し
て
出
会

っ
た
人
と
の
心

の

ぶ
れ
あ
い
や
つ
な
が
り
を
大
切
に
し
た
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
「
芸
術
は
共
感
が
あ

っ

て
こ
そ
」
今
回
の
経
験

で
そ
の
思

い
が

一
層
強
く
な

っ
た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。
聴

衆
と

一
体
と
な
る
音
楽
、
人
の
心
を
あ
た
た
か
く
包
み
こ
む
よ
う
な
演
奏
を
し
た

い
と
思

っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
、
こ
れ
か
ら
ま
た
時
間
を
か
け
て
自
分
の
歌
杉

探
し
て
い
く

つ
も
り

で
す
。
今
回
私
が
も
ら

っ
た
喜
び
や
や
さ
し
さ
…
こ
れ
か
ら

も
ず

っ
と
私
を
見
守
り
元
気
を
く
れ
る
で
あ
ろ
う
故
郷
長
崎

に
、
ま
た

い
つ
か
心

い
っ
ぱ

い
の
「
あ
り
が
と
う
」
の
歌
声
を
響
か
せ
た
い
で
す
。
（宮
崎
市
在
住
）
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グランブ リを競 った。
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初代チャンピオンの向井さんは長崎市在住の27歳。活水女子大音楽学部卒。長崎市の絃洋会楽器店のピアノ講

師。ラフマニノフの「前奏曲嬰ハ短調 J「前奏曲 卜長調」「前奏曲嬰 卜短調」の三曲をロマンチック、優雅に演奏したc

「今年はブリックに立てただけで もうれしかった。違 うタイブの三曲を選んだ。最初は重々しく、次は優

しい感 じ、最後はテンポのある曲。後悔 しないよう一生懸命にやった。伸び伸びと弾けた。これを励みに指

導 と演奏活動を並行 して頑張っていきます J

グランブリ受賞者は来年、ゲス トとして出演。メモ リアルとなる35回演奏会でのさらに成長 した姿が期

待される。

準グランプリは永留結花さん (フ ルー ト)が獲得 した。大村市出身の22歳。武蔵野音楽大を卒業 し、東京で

勉学中。韓国の作曲家、テ伊桑の「歌楽」を演奏。ビアノ伴奏の朴正婿さんとの息 もぴったり。二部編成の作品

を感情豊かに表現 し、「地元で演奏ができてうれしかった。ゆくゆくは長崎で活動 したい」と抱負を語った。

演奏会推進委員会の友永仁委員長は「音楽性、芸術性をいかに聴衆に伝えるかを審査。オーディションの

合格者。それぞれに立派な演奏が楽 しめたJと 講評 した。

国際的音楽家の大山審査委員長は音楽会の充実を評価。「グランプリ。素晴 らしい緊張感、期待感があり、

クオリティーが上がった。お客さんも好奇心を持ち、さらにステージにあこがれを持つようになった。伝統

もある。音楽界の活力になっている」と語った。           (平 成18年 5月 23日 付長1奇新聞)よ り
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6月 29日 共同記者会見 左から3人 ロマイクを持つのは
指揮者の迫昭嘉氏

6月 29日 歓週レセプション

3棗団ゴム`渡情報
◆OMURA室内合奏回第3回定期演奏会
～時を越えて…モーツアルトの鼓動、ここに響く～

日  時 :12月 10日 (日 )14時開演 (13時30分聞場)
場   所 :シーハットおおむら・さくらホール
プログラム :モーツァルト:ピアノ協奏曲第23番 イ長調 K488

モーツァルト:レクイエム ニ短調:K626
料   金 :【全席自由】一  般:2,000円 (会員:1,800円 )

高校生以下!1,000円 (会員:900円 )
※当日券は各々500円増

チケット発売 :会員 :9月 5日 (火)一般 :9月 12日 (火 )
出   演 :指揮・ピアノ:迫 昭嘉

演   奏 :OM∪RA室内合奏団
独   唱:吉川友理 (ツプラノ)・長峰由紀子 (アルト)

児玉和弘 (テノール)・東原貞彦 (バス)

合   唱:シーハット混声合唱団
主   催 :財回法人 大村市振興公社

鼠巽回関連トピックス中●中●中●…●中

◆「マダム・パタフライ国際ヨンクーザレin長崎J

◎日時 :9月 24日 (日 )14時開演 ◎場所 :長崎ブリックホール
→同コンクールの最終審査を指揮に迫昭嘉、ゲストコンサートマスター
に松野弘日月を迎え、OMURA室内合奏団を中心に特別編成された「長崎
マダム・バタフライオーケストラ」による伴奏で行います。
料金 :一般:2,000円 大学生以下:1,500円

◆「迫日配嘉ピアノリサイタルJ

◎日時 :12月 1日 (金)19時開演 ◎場所 :と ぎつカナリーホール
→OMURA室内合奏回の音楽監督でもある追昭嘉によるソロ・リサイタル
曲目 :ド ビユツシー「版画」より、組曲「子供の領分」より、ラフマニノフ/
ソナタ第2番 変口短調 Op 36ほ か

料金 :一般 :2,OOO円 大学生:1,500円 高校生以下:1,000円
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合
間
に
広
が

っ
た
晴
れ
空

の
７
月
３
日
、
福
岡
空
港
か
ら
チ

ン
グ
（仲
間
）
と

呼

べ
る

ニ
ュ
ー
・
フ
ィ
ル
ハ
ー

モ
ニ
ア
・
オ
ー
ケ

ス
ト
ラ
の
メ
ン
バ
１
３６
名
が
帰
路
に

就
き
ま
し
た
。
私
自
身
、
とバ
事

に
係
わ
る
仕
事

に
就

い
て
未
だ
１０
年

に
満
た
な

い
経
歴

の
中

で
、
国
を
跨

い
で
の
仕
事
は
こ
の
公
演
が
初
め
て
で
し
た
。
ま
た
ゴ
」
れ
ま
で
の
人

生
に
お
い
て
も
、
些
か
実
感

の
薄
く
、
】」
の
企
画
に
と

っ
て
は
天
災
と
も
言
う
べ
き
国

情
と

い
う
予
測
不
可
能
な
事
態

に
直
面
し
、
こ
れ
ほ
ど
強
く
意
識

さ
せ
ら
れ
た

こ
と

は
、
勿
論
の
こ
と
で
す
が
初
経
験
と
な
り
ま
し
た
が
、
あ
る
意
味
刺
激
的
な
感
動
の
日
々

は
こ
の
日
に
終
わ
り
を
迎
え
ま
し
た
。

周
知

の
通
り
日
韓

の
間

に
存
在
し
、
互

い
が
歩
み
寄
れ
な

い
議
論

（竹
島
問
題
）
は
、

０４
年
１０
月
に
公
演

の
企
画
を
立
案
し
て
以
来
、
幾
度
と
な
く
我

々
の
気
持
ち
を
不
安

に

さ
せ
、
多
く
の
関
係
者

の
感
情
を
揺

さ
パ
る
も

の
で
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
０５
年

１０

月
の
韓
国
。
大
邸
広
域
市

で
の
第

１
回
公
演
、
第

２
回
公
演
と
な

っ
た
今
年

６
月
３０
日

か
ら
の
大
村
市
と
松
浦
市

で
の
開
催
が
無
事
終
了
し
ま
し
た
。
こ
れ
ら
を
結
果
的
に
成

功

へ
導

い
た
要
因
は
、
そ
も
そ
も

こ
の
企
画
が
日
韓
両
国
の
音
楽
を
愛
す
る
者
た
ち
に

よ

っ
て
歩
み
始
め
た
も
の
で
、
いこ
れ
に
係
わ
り
音
楽

の
感
動
を
信
ず
る
両
国
の
オ
ー
ケ

ス
ト
ラ
の
面

力
に
よ
る
人
的
な
文
化
交
流

で
あ

っ
た
と
こ
ろ
に
あ
り
ま
し
た
。
決
し
て

易

い
と
は
言
え
な

い
多
く
の
障
害
を
乗
り
越
え
、
公
演
成
立
に
向
け
て
互
い
に
気
持
ち

を
紡
ぎ
上
げ
ら
れ
た
の
は
、
”
文
化

釜
日
楽
）
に
国
境
は
な
し
ヽ
と

い
う
強

い
信
念
が
貫

か
れ
た
結
果
と
言
え
ま
す
。

l

士

こ
の
公
演
が
立
案
さ
れ
た
の
は
Ｏ
Ｍ
Ｕ
Ｒ
Ａ
室
内
合
奏
団
の
発
足
元
年
に
あ
た
り
、

常
識
的
な
判
断

で
あ
れ
ば
発
足
２
年
目
に
海
外
公
演
を
行
う

の
は
無
茶
な
判
断
と
言

え
ま
す
。
ま
し
て
や
、
合
奏
団
と
い
う
幼
年
期

の
組
織
に
お
い
て
は
、
人
口
３
０
０
万
を

超
す
韓
国
の
大
都
市
に
あ
る
プ

ロ
ｏ
オ
ー
ケ

ス
ト
ラ
と
の
共
同
開
催
を
行
う
こ
と
は
果

敢
な
挑
戦
と
も
言
え
る
の
で
し
ょ
う
が
、
失
敗
す
れ
ば
今
後
は
な

い
と
い
う
大
き
な
リ

ス
ク
を
負

っ
た
上
で
の
試
み
で
あ

っ
た
こ
と
は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
な
が
ら
、
結
果
的

に
得
ら
れ
た
個

力
の
感
動

や
団
体
と
し
て
の
結
束
力
は
、

演
奏
技
術
か
ら
ト
ー
タ

ル
的
な

マ
ネ
ー
ジ
メ

ン
ト
ま
で
の
合
奏
団
と
し
て
の
組
織
力

を
向
上
さ
せ
得
る
だ
け
の
影
響
力
の
あ
る
も
の
だ

っ
た
こ
と
は
、
埋
め
尽
く
さ
れ
た
大

村
と
松
浦
の
客
席
に
広
が

っ
て
い
た
お
客
さ
ん
の
喝
采
と
笑
顔
か
ら
、
私
だ
け
で
は
な

く
、
す
べ
て
の
合
奏
団
関
係
者
が
実
感
し
、
確
信
し
て
い
る
と
思

い
ま
す
。
さ
ら
に
、
こ

の
公
演
中
に
常

に
近

い
と
こ
ろ
で
接
し
て
き
た
韓
国
オ
ー
ケ

ス
ト
ラ
の
指
揮
者

イ
ム

ヒ

ュ
ン
シ
ク
氏
か
ら
頂

い
た
別
れ
際

で
の
”
Ｇ

ｏ
ｏ
ｄ

ｉ

ｏ
ｂ
“

の

一
言
は
、
マ
不
―

ジ
メ
ン
ト
に
従
事
す
る
我

々
に
と

っ
て
は
今
後

の
大
き
な
心

の
糧

に
な
り
得
る
も
の

で
、
関
係
者

へ
の
こ
の
上
な

い
感
謝

の
言
葉

で
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
日
韓
合
同
交
流
音
楽
会

で
は
、
日
本
と
韓
国
と
い
う
異
国
の
人

々
を
見
事

に
結

ん
だ
”
立口
楽
“
と
い
う
ひ
と

つ
の
リ
ボ

ン
。
Ｏ
Ｍ
Ｕ
Ｒ
Ａ
室
内
合
奏
団
に
と

っ
て
も
オ
ー

ケ

ス
ト
ラ
公
演
や
ア
ウ
ト
リ
ー
チ

コ
ン
サ
ー
ト
で
届
け
る
音
楽
は
”
演
奏
家
“
と
”
ま
ち

の
人

々
“
を
結
パ
リ
ボ

ン
の
役
目
を
果
た
し
て
い
ま
す
。
プ

ロ
や
ア
マ
チ

ュ
ア
、
大
人
と

子
ど
も
、
様

々
な
人

々
が
共
有
し
て
い
る
音
楽
と
い
う
共
通
言
語
は
多
く
の
人

々
を
結

び

つ
け
、
感
動
さ
せ
る
力
を
持

っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
そ
の
感
動
を

一
人

で
も
多

く
の
方
に
届
け
ら
れ
る
Ｏ
Ｍ
Ｕ
Ｒ
Ａ
室
内
合
奏
団
で
あ
り
続
け
た
い
と
願

い
ま
す
。

平成18年 6月 30日  シーハットおおむら「さくらホール」での演奏
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い

い

常空+ミ集

ロ
毒

彗

で

ヽK

撞
鑽
文
化

④
経

渉
馨
攀最
饒
曇
支
萎
纏
費

長
崎
県
文
芸
協
会

（
松
田
哺

一
会
長
）
は
、
小
説

・

随
筆

・
現
代
詩

・
短
歌

・
俳
句

。
川
柳

の
６
部
門

で
構

成

し
て
い
る
。
事
務
局
は
２
年

ご
と
に
短
歌
部
門

・

俳
旬
部
門

。
川
柳
部
門

の
持
ち
回
り
で
、
今
年

の
４

月
か
ら
は
俳
旬
部
門
が
役
員
を
担
当
。
年

に
１
回
、

長
崎
ブ
リ

ッ
ク
ホ
ー

ル
で
「
長
崎
県
文
芸
大
会
」
を

開
催

し
、
文
学
賞

・
応
募
作
品
の
表
彰
、
講
演
会
、
部

門
別
研
究
会
を
行

っ
て
い
る
。
ま
た
、
入
賞
作
品
集

「
長
崎
県
文
芸
」
を
年
二
回
発
行
し
て
い
る
。

同
会
は
、
年
間
会
費
・
作
品
応
募
費
・
県
か
ら
の
助

成
金
及
び
法
人
・
個
人
の
賛
助
会
費

で
維
持
し
て
い

る
が
、
県

か
ら

の
助
成
金

の
減
額
等
も
あ
り
、
目
下

の
課
題
は
、
維
持
運
営
費

の
確
保
、
お
よ
び
公
的
機

関
に
事
務
所
を
確
保
す
る
こ
と
で
あ
る
。

「
県

か
ら

の
補
助
金
も
減
額
さ
れ
、
事
務
所
を
持

た
な

い
団
体
と
し
て
は
運
営
が
厳
し
い
で
す
ね
。
県

は
文
化
に
は
力
を
入
れ
て
い
る
と
思

い
ま
す
の
で
、

文
芸

に
も
力
を
入
れ
て
欲
し

い
で
す
ね
。
今
、
各
個

人
宅

に
書
籍
を
分
散
さ
せ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
を
１

カ
所
に
集
め
て
保
管
し
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。
せ

め
て
、
事
務
所

の
構
え
だ
け
で
も
な

い
と
、
物
を
置

く
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
せ
ん
。
事
務

の
円
滑

の
た
め
に

事
務
所
を
ぜ
ひ
整
備
し
て
欲
し
い
で
す
」

７
月

の
ど
ん
よ
り
と
し
た
雲

が
空
を
覆

い
、
今

に
も
雨

の
降
り
出

し
そ
う
な
天
気

の
中
、
当
協
議

会

の
入

っ
て
い
る
大
波
止
ビ

ル
３
階

に
集
ま

っ
て

も
ら

っ
た

の
は
、
長
崎
県
文
芸
協
会

の
役
員

の
方

た
ち
４
名
。
会

の
お
話
を
聞

い
て
い
る
う
ち
に
、
「
臨

時
俳
句
会
」
と
な

っ
た
。

俳
句
の
楽
し
さ
と
は
何

で
し
ょ
う
か
？

「
長
生
き
が
出
来
る
≒
天
文
、
地
理
、
歴
史
、
植
物
、

行
事
等

に
詳

し
く
な
る
の
で
博
学

に
な
る
Ｌ
派

が

違

っ
て
い
て
も
互

い
を
認
め
合

っ
て
い
る
名
対
人

関
係
が
豊

か
に
な
る
≒
友
達
が
出
来

る
名
鉛
筆

１

本
、
紙
１
枚

で
出
来
る
の
で
公
害
が
出
な

い
Ｌ
元
気

に
な
る
か
ら
高
齢
化
社
会
に
は
ぴ

っ
た
し
」
。

次

々
と
答
え
が
返

っ
て
く
拓
。
会
員

の
平
均
年
齢

は
７０
才
。
約
７
割
が
女
性

で
あ
る
。
「
女
性
の
方
が
元

気
で
す
よ
」
と
皆
さ
ん
目
を
揃
え
て
言
う
。

自

己
紹
介

が

て
ら
自
薦

の
句

を
披
露

し

て
も

ら

っ
た
。

逹
若
か
と
無
骨
な
文
字
で
今
年
米

井
原
雅
胤
（
い
は
ら
ま
さ

つ
ぐ
）

（長
崎
県
文
芸
協
会
事
務
局
次
長
）

こ
の
旬

で
、
去
来
忌
俳
句
大
会

に
お
い
て
去
来
賞

を
授
賞
し
た
。
始
め
た
き

っ
か
け
は
、
飲
む

こ
と
と

仕
事
以
外

に
趣
味
が
な
か

っ
た
４０
才
代
後
半

の
頃
、

奥

さ
ん
が
内
緒

で
長
崎
市
民
俳
旬
講
座

に
申
込
み

を
し
た
こ
と
。
「
飲
む
だ
け
じ

ゃ
駄
目
」
と
言
わ
れ
、

「
才
能
が
な

い
か
ら
…
」
と
尻
込
み
し
た
ら
、
「
行

っ

て
嫌
な
ら
や
め
れ
ば

い
い
じ

ゃ
な
い
」
と
背
中
を
押

さ
れ
、
行

っ
た
ら
は
ま

っ
た
。
そ
こ
に
は
知
ら
な

い

世
界
が
あ

っ
た
。
「
こ
う

い
う
世
界
が
あ
る
の
か
！
」

今

で
も
奥
さ
ん
に
感
謝
し
て
い
る
。

無
逢
作
に
投
げ
て
確
か
や
早
首
来

岩
本
昭

一
（
い
わ
も
と
し
ょ
う
い
ち
）

（長
崎
県
文
芸
協
会
事
務
局
会
計
）

句
歴
７
年
。
以
前
友
達

に
誘
わ
れ
て
２
年
間
や

っ

て
い
た

こ
と
が
あ

っ
た
が
、
や
め
て
し
ま

っ
た
。
長

崎
県
歯
科
医
師
会
を
定
年
退
職
後
、
以
前
誘

っ
て
く

れ
た
友
達

に
弟
子
入
り
し
た
。
俳
旬

の
お
も
し
ろ
さ

は
、
「
自
然
と
対
話

で
き
る
と
こ
ろ
。
俗
事
か
ら
離
れ

ら
れ
る
と
こ
ろ
」
だ
と
言
う
。

老
骨
に
皮
突

っ
ぱ
て
ゐ
る
採
か
な

石
川
玄
能

（
い
し
か
わ
げ
ん
の
う
）

（長
崎
県
文
芸
協
会
事
務
局
長
）

お
話
を
聞

い
た
日
は
あ

い
に
く
の
天
気
だ

っ
た
が
、

そ
の
雨
の
長
崎
港
を
題
材

に
即
興
で
詠
ん
で
も
ら

っ
た
。

句
歴
３０
年
。
高
校
枚
諭
を
す
る
傍
ら
、
ず

っ
と
俳

旬
に
魅
せ
ら
れ
て
き
た
。
「
俳
句
の
魅
力
は
『
５
ｏ
７
・

５
』
の
短

い
と
こ
ろ
」
。
ま
だ
ま
だ
気
持
ち
は
若
者
に

負
け
な

い
、
自
負
の
気
持
ち
が
旬

に
現
れ
て
い
る
当

年

７５
才

で
あ
る
。
今
年

か
ら
、
文
芸
協
会

の
事
務
局

長
に
就
任
し
、
会
の
た
め
精
力
的
に
活
動
し
て
い
る
。

商
オ
に
た
け
白
服
を
着
こ
な
せ
り

木
場
田
秀
俊
↑
」
ば
た
ひ
で
と
し
）

（長
崎
県
文
芸
協
会
副
会
長
）

旬
歴
６０
年
。
俳
句
を
始
め
た
き

っ
か
け
は
受
験
雑

誌

の
俳
旬
欄

に
投
稿
し
た
こ
と
。
句
に
詠
ま
れ
て
い

る
自
服
を
着
た
人
物
は
、
本
人
と
は
全
く
反
対
の
人

物
像
。
「
俳
句
が
面
白

い
の
は
①
作

る
②
詠
む
③
選

ば
せ
て
も
ら
う
の
３
つ
が
出
来
る
と
こ
ろ
。
そ
し
て
、

作
り
手
Ｈ
詠
み
手
な
と
こ
ろ
も

い
い
。
」

俳
句
に
は
吟
行
の
面
白
さ
も
あ
る
。
近
く
の
公
園

を
歩

い
た
り
、
平
戸
ま

で
１
泊

の
旅

に
出
か
け
、
即

興

で
旬
を
詠
む
。
天
候

に
関
係
な
く
、
色
ん
な
物

に

「
目
を
留
め
名
足
を
止
め
ヽ
心
を
留
め
」
て
、
旬
に
す

之つ
。

生

止

炸

魏

幹

配
荘
輝

子
修
衆

彰

本
端

一‥

生

牽

と
入
常

生
走
標

¢
屑

畔

た
電
ｋ
災
事
期
螂
弊

ふ

井

拒

イ寸

晨
柱拝
時

即興の句をひねる、左から岩本昭―さん、井原雅胤さん、木場田秀俊さん、石川玄能さん

(取材 :野崎 )

荒
梅
雨
や
鶴
の
港
の
昼
灯
し

島
渡
船
た
ち
ま
ち
呑
み
し
男
梅
雨

船
台
を
ふ
さ
ぐ
巨
船
や
梅
雨
探
し

梅
雨
の
窓
女
紳
大
橋
見
え
隠
れ

（雅
胤
）

（玄
能
）

（秀
俊
）

（昭

一
）

集まっていただいた文芸協会の皆さん
一１
一
一
ｒ
悲

増 救 蛍

会協

。ＯＳ
姿

Ｐ
集崎察

テ
η

流

忙
押

佐

～

１

，

体
台

と

ヽ
ィ
ぐ
屯
榊

＼

ぬ

ｋ

だ

い

長崎県文芸協会事務局

〒850-0015長 崎市桜馬場2-1-1-502

石川 玄能
TEL.095-324-7358
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ハ
イ
ヤ
節
の
発
祥
は
平
戸
市
巴
助
港
と
い
わ
れ

・て
い
る
。
そ
れ
が
北
に
南
に
風
に
揺
ら
れ
て
湊
、
湊
，

に
伝
か
っ
た
∝長
崎
半
島
は
樺
島
の
“
島
バ
イ
ャ
節

も
ぞ
の
一
つ
。だ
が
、
いと
」の
か
イ
ヤ
節
贖
ひ
と
味

き
，
っ他
地
域
ヶ
ハ
イ
十
節
は
ど
こ
と
「世
さ
，
い

風
」
に
ア
レ
ン
テ
さ
れ
て
」
言
ヶ
て
ド
る
の
だ
が
、

」
樺
島

ハ
布
甘
節
は
昔
つ
ま
ま
素
朴
な
形
‘
受
け
硝

が
れ
て
い
な
葺
重
み
存
在
だ
。
長
崎
市
の
最
講
焔
、

一
μ
野‘
母
崎
町
樺
島
は
，
か
ら
漁
業
を
基
幹
産
業
と

い
１
風
待
～
名
潮
待
ち
」
の
湊
と
し
て
栄
え
た
。
一」

の
自
然
条
件
の
中
で
、
樺
島

ハ
イ
ヤ
節
は
江
戸
時
代

ヽ
末
期
か
ら
照
れ
の
初
期
Ｉ
で
、
「耕
船
祝
」．や
一
大
．漁

の
宴
席
」、
「婚
社
」な
ど
の
祝
辞
の
際
、盛
ん
に
唄
わ

．
れ
て
い
た
。ｔ
か
し
、昭
却
２
存
い７
年
生
鴇
セ
攘
っ

た
大
火
ど
、
同
１２
４
ｔ
始
ま

っ
だ
日
中
戦
争
な
ど
の

た
め
に
、
次
第
に
忘
れ
去
ら
れ
せ

い
ち
た
・。

そ
れ
が
一
復
活
す
る
の
ば
戦
後
３０
年
経

Ｐ
た
頃
で

あ
る
。昭
和
５９
年
に
樺
島
駐
在
所
に
岩
崎
敏
光
さ
ん

が
赴
任
し
て
き
た
ｑ
引

っ
越
し
の
荷
物
の
中
に
三
味

線
を
見

つ
け
た
島
の
人
々
は
「
今
度
来
た
駐
在
所
の

奥
さ
れ
は
な
ん
か
す

っ
と
ば
い
」
と
噂
ｔ
た
。
そ
つ

噂
卜
た
ち
ま
す
島
内
に
広
が
”
、妻
の
岩
崎
キ
ク
エ

´
お
ん
ム
当
時
５０
才
）
は
公
惧
龍
の
民
謡
教
室
の
講
師

に
推
薦
さ
れ
る
ご
と
と
な

，
た
。
「
よ
そ
者
と
し
て

地
域
に
と
け
込
め
る
か
不
安
も
あ
っ
た
が
、
自
分
の

特
技
を
生
か
し
て
少
し
で
も
明
る
い
町
づ
ぐ
り
に

お
手
伝
い
ｔ
ｒ
う
」
と
講
師
を
引
き
受
け
た
。
そ
の

頃
、
樺
島
に
は
ま
だ
橋
が
架
か
っ
て
い
な
か
っ
た
。

「
当
初
は
島
の
気
風
に
な
じ
め
ず
、
年
齢
層
お
多

様
で
、
気
心
も
知
れ
ず
、
そ
の
た
め

‥誤
解
な
ど
も
と

ま
れ
大
変
苦
労
し
た
が
、
皆
さ
ん
が
長
く
理
解
し
て

ぐ
れ
て
い
マ
ナ
ト
も
良
く
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
・、稽

樺
島|

′|ヽ｀

今
年
も
元
気
で
す
”

地
域
文
化
の
担
い
手
・長
崎
半
島
樺
島
ハ
ィ
ヤ
節
保
存
会

古
熱
心

で
そ
２
上
達

ボ
”
に
は
監

き
ま
し
だ
。ｉ
で
す

か
ら
■

人

つ
落

ｊ
ｔ
ぞ

れ
も
出
な

い
よ
う

に
と
、
暇

を
見

つ
け
て
は
小
昼

で
住
訪
な
そ

い

っ
て
特
別
指
導

セ

し
て
い
ま
し
た
。
」一　
　
　
　
　
　
′

一講
座

の
評
判

は
す

こ
ぶ
拓
Ｈ
や
、
講
座

の
終
了
後
、

自
主

グ

ル
ー
プ

・
岩
崎
会

が
生

ま‐
れ
、
週

に
１
～
２

回
、
民
謡

や
二
囃
．線

の
練
習

に
励

み
、
全
乍
や

節
保

存
会

の
母
体
と
な

っ
た
。
会
員

か
ら

ハ
イ，
ヤ
節

の
こ

と
を
聞
ホ

た
岩
崎

さ
ん
が
、
師
事

し
て
い
た
民
謡

の

“　
本
多
由
明
さ
ん
（
長
崎
市
在
住
）
や
町
内
の

関
係
者

”　
に
相
談
し
た
と
こ
み
、
「
ぜ
い
、
復
活
を
」
と
い
ナ
こ
と

中　
に
な
す
た
。
た
ま
た
ま
宴
席
で
歌
わ
れ
た
の
を
テ
ー

”　
プ
に
収
め
て
い

た
の
を
約
１
ウ
月
か
け
て
掘
，
起

中
，こ
し
、
踊
つ
ば
島
の
古
老
達
が
か
す
か
に
覚
え
て
い

一　
た
の
之
繋
ぎ
合
心
せ
、
つ
い
に
昭
和
６２
年

・９
堀
樺
尉

一　
ハ
イ
ヤ
節
を
復
活
さ
せ
た
。

一　
　
平
成

４
年

に
は
三

和
町
布
巻
地
区
に
な
わ

つ
て

一
娑
斃
絡
要
鋤
坤詩
密

一　
岨
地
瓦
つ
・要
請
セ
受
け
福
戯

ハ
イ
ヤ
節
（長
崎
市
）

一　
を
復
活
さ
せ
た
。
き
ヶ
に
平
成
１５
年
に
は
（
川
原
地

一̈
駈
に
伝
♭
る
川
府
ま
だ
‐
舛
を
任
直

妍
た
と

一
緒
に

”　
叡
ウ

′
組
ち
工
・川
原
ほ
だ
お
保
存
会
中
を
蠅
織
札
一
復

、

”　
活
よ
せ
た
。
　
　
　
　
一　
　
　
　
　
一　
　
一

”・

そ
ゃ，
一
方
で
、′筆
年
「‐平
戸
つ
本
イ．ヤ
条
り
」を
ば

”一
じ
め
、県
下
洛
地
の
イ
ベ
ツ
ド
に
ヽ
招
か
れ
て
い
一る
。

【　
ま
た
、
「全
国
豊
が
な
海
づ
ぐ
り
・大
会
≒
景
崎
ォ
ラ

”
　
ン
ダ
年
」
の
各
種
記
念
行
争
二
愛
↓
地
球
博
」
に
も
参

【　
加
。そ
し
争
豪ヽ
華
客
船
「プ
リ
ン
セ
ス
“ダ
イ
ャ
モ

一　
ン
ド
一号
の
塚
テ
■
ジ
に
よ
呼
ば
れ
い国
際
交
流
に

一　
役
立

っ
て
い
る
。
「
ハ
イ
ヤ
節
は
参
加
型
な

↑
の
で
、
タ

一　
オ
ル
で
引

っ
張
り
込
　
・
む
ｔ
で
す
。
外
国
人
の
方
ば
フ

”一
り
が
い
い
つ
で
一、
タ
テ
‐
ジ
に
上
が
ら
て
き
て
一
緒

一　
に
踊
併
ま
す
■
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
‐

　̈
　
格
島
０
本
イ
ャ
師
の
★
き
な
任
懃
は
一班
り
付
一け
ヽ

りは全昇

|■

ヤ
―節
iは

浄



，

が
シ
ン
プ

ル
で
子
供
か
ら
高
齢
者
ま
で
誰
Ｓ
が
楽

・

ヽ
し
班
る
と
こ
ろ
だ
中
お
じ
い
ち
ゃ
ん
と
孫
、
お
ば
あ

ち
や
ん
と
孫
で
参
加
し
て
い
る
家
庭
∫
少
な
く
な

・

虫
、
ハ
ィ
ャ
輸
セ
と
ぉ
し
て
世
状
間
つ
狡
流
び
行
わ

４
て
い
拓
の
も
魅
力
だ
ｏ
夜
７
時
に
な
る
と
、
７
才

か
ら
８３
才
ま
で
の
野
母
崎
地
Σ
だ
け
で
な
く
長
崎

市
内
か
ら
も
、
ハ
４
ヤ
節
に
魅
せ
ち
れ
た
仲
間

が
公

民
館
に
集
沖
り
練
習
を
始
め
る
。
過
に
１
回
約
■
時

間
半
め

練
習
は
い
大
き
な
声
と
熱
気
に
包
ｉ
れ
、
公

民
館
は
熱
く
な
る
。
一二
味
線
の
調
律
の
音
が
鳴
り
響

く
申
、
踊
ウ
手
衆
は
各

力
林
を
動
か
し
始
め
る
。
準

′備
体
操
セ
す
る
人
い
振
り
付
け
を
一確
認
す
る
人
、
先
′

輩
か
併
教
た
て
も
ら
ダ
人
、
互
い
に
教
え
合
う
人
た
、

そ
，こ
に
は
大
声
と
笑
顔
が
行
き
交

っ
て
」、
る
。
通
ｔ

′

櫓
古
で
は
二
味
線
と
大
，鼓
の
音
に
合
わ
■
て
、元‥
負

ヶ
い
い
腹
か
ヶ
出
ど
芦
と
を
障
本
の′音
が
ホ
ｒ
ル
一

、
中
に
響
ュ
渡
る
。
全
員
が
同
じ
振
り
付
け
で
、
輪
に

な
っ
た
り
二
外
に
な
ぢ
た
り
殊
形
セ
変
化
よ
ど
テ

ン
ポ
の
早

い

ハ
イ
ヤ
節
を
踊
り
ま
ぐ
る
Ю

「
三
味
線
の
音
を
聞
く
と
体
か
し
ゃ
ん
Ｌ
な
る
ん

で
す
。
Ａ
思
議
と
腰
が
伸
び
る
ん
で
す
よ
ね
」

一

！
船
を
漕
で
姿
を
模
し
た
振
り
付
け
で
は
、腰
之
屈

め
て
腕
を
酎
げ
た

り
仲
ば

し
た
つ
す
る
様

が
堂

に

一（
夢
盛
腿
鋳
‰
鍵
鈍
推
鳩
・

最
後
は
「
ハ
イ
ヤ
ッ
」
の
掛
け
声
を
叫
び
、
手
を
上
に

突
き
出
す
決
め
ポ
ト
ズ
を
，決
め
る
と
い
皆
の
顔
に
は

満
足
感
・達
成
感
が
溢
れ
る
。
　
　
　
　
一
　

”

「
先
生
は
と
で
も
、
熱
心
で
、
も
う
」、
い
ん
じ
ゃ
な

い
か
と
い
う
↑
ら
い
や
ら
…れ
る
方
で
し
た
。
」
「
情
熱

が
ほ
と
ば
し

っ
て
い
ま
し
た
。
熱
心
で
夢
中
に
な

っ

て
い
差
し
た
ゴ

岩
崎
さ
ん
は
今
年
３
丹
に
体
調
を

一
崩
さ
れ
６
月
に
亡
く
な
ち
れ
た
が
、
保
存
会
は
毎
週

三
和
町
晴
海
台
公
民
館
で
夜
遅
く
ま
で
練
習
を
重
ね

て
い
る
。〈資
料
提
供
・鵜
殿
行
芳
氏
〉
（取
材
。野
崎
）

■会期 平成 18年 10月 7日 (土 )～ 11月 19日 (日 )
■料金 一 般 1,000円 (900円 )

大学生・70歳以上 800円 (700円 )
高校生 600円 (500円 )

※( )内は前売および団体料金 ※小中学生は無料
饉

モネやルノワールなど、日本で極めて人気の高い画家たちの

作品で構成されるこのコレクションは、

その質の高さにもかかわらず、これまで一度も本格的に

紹介されたことがありませんでした。

本展は、この秘蔵のコレクションを初めて

大々的に一般公開する貴重な機会となります。
モネやピサ回のみずみずしい風景画、

ルノワールやローランサンの愛らしい少女像、

ゴツホの安らかな母子像、藤田嗣治の絢爛たる静物画、

そしてシャガールのめくるめく幻想世界…。

フランス近代絵画史を誘る画家たちの知られざる名作に、

この秋、長崎で、出会つてみませんか?

平成17年サファイアプリンセス長崎入港歓迎レセプション ェ 平成4ア年「長崎生まれ。取れたて農水産物ブェスタ」で

フインセントフアン・ゴッホ 「夫は漁に出ているJ
(1889年 AIGス ター生命所蔵)

||||1淵‖||||||‖‖H
長崎県美術館

お問い合わせ 長崎県美物館 TEL日095(333)2110

2000年  阿蘭陀年ファイナルイベント(中央、青いアドッピ姿が前会長、岩崎キクエさん)

′

〓

登
遜

子

韓

耳より情報博物館

お問い合わせ 長崎歴史文化博物館 TEL日095(818)3366

イベ ン トの問

遭

(り ゅうざんてい)

長崎歴史文化 1中物館

軍

オ

～展

博物館では、お茶会や生け花など和のイベントにど利用出来る、

イベントの間「立山亭」がどざいます。お茶会などでは本格的

なお茶席として、また全てのお部屋を使 うと30畳の和室にな

りますので、様力な催 しに対応できる施設です。

長崎歴史文化博修館 1周年記念

■会  難 2006年9月 131日 (水 )～ 10月1151日 ぐ日)
■開館時間18:30～ 19:00(最終入館18:30)

■観 覧 料 一 般 300円 高校生 600周 小・申学生 400円
(予定)      (640円 )       (480円 )          (320円 )

※ ( )内は前売団体 15名以上の場合

今年 も間 もな く開催 拳れる「長崎 くんち」。博物館では くんち

の奥深い世界を紹介する企画展を開催いたします。諏訪神社

の全面協力により、神社の創建からくんちの仕組み、そして江

戸時代に行われた くんちの様子を紹介 します。今回、くんちに

関する初公開資料や くんちを体感出来るイベン トも多数開催

予定です。

桑岡登美子 長崎市野母崎樺島町1709-l  TEL 095-893-0701

松村 隆重 長崎市野母崎樺島町325    TEL 095-893-1248 携帯 090-9401-0305

長崎市さんわボランティア活動支援センター

長崎市布巻町H卜1(事務局代行 西岡敏子)TEL/FAX 095 892-0030

長崎半島樺島ハイヤ節保存会

会    長

事 務 局 長

事務局連絡先

再
耳
デ

:

: 塾
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警■|:::〔 |:幸 :1交 :|:●事::i11111:言 :
沖縄民謡界の車鎮神谷幸―と長崎とゆかりの深い石横聡手が長崎に

琉球の風を吹かせます。               :′  ,

「 神 谷 幸 一  琉 球 ラ イ ブ 2006」 |

[1]平戸市生月町会場        | |
■日時 :10月 14日 (土)17時 30分
■会場 :平戸市生月町開発総合センター

■料金 :六人 1,000円 /小・中・高校生 500円
小学生未満 無料 (全席自由)

[2]鹿町町会場
■日]寺 :10月 15日 (日 )14日寺
■会場 :鹿町町文化会館

■料金 :大入 1,000円 /小・中・高校生 500円
小学生未満 無料 (全席自由)

最
―
新 イベ ン トガ イ ド

おtしろイヘントロ白押し 第18回長出む県晨文化祭

・
=]

一一■ i=‐ : f・   :| 1' |‐ |■・ :■ |==:1諄|=■ li手二::==工革■幸|≡|三li:≧

||||||||― ■|||||― ||||― |||■ ||― ■― |―
―
||||

県無形民俗文化財の「千綿人形浄瑠璃」と「皿山人形浄瑠璃」、世界でも珍しい人形遣いがロクロ車と呼ばれる箱車に腰

掛け一人で一体の人形を操る国選択無形民俗文化財指定の東京都八王子市の「八王子車人形西川古柳座」、女性が一人で

人形を操る大阪市の「乙女文楽 桐竹繭紗也1(新上五島会場のみ)による人形芝居。

[1]波佐見町会場
■日時 :11月 24日 (金 )竜 8時30分

■会場 :波佐見町総合文化会館

■料金 :一般 300円
高校生以下 無料 (学生入場券が必要)

E2]新上五島町会場
■日日寺:11月 26日 (日 )13時 30分

■会場 :新上五島町鯨賓館ミユージアム・ホール

■料金 :一般 500円

高校生以下 無料 (学生入場券が必要)
八王子車人形西川古柳座

[1]南島原市会場
「南風に乗せて (はえんかぜにのせて)」

～エイサーと島唄と三線の調べ～

出演 :琉球國祭り太鼓/teamく くる &全城安紀
■日時 :9月 16日 (土)19時
■会場 :あ りえコレジヨホール (南島原市有家町)

■料金 :500円 (3才以上)

[2]西海市会場
「和の饗宴2006」 ～バチバチジョイントライブ～

出演 :西方小天鼓/石井流津軽三昧線 秀旺会
■日時 :11月 19日 (日 )14時 30分
■会場 :大島文化ホール (西海市大島田丁)

■料金 :500円 高校生以下無料(学生入場券が必要)

一般公募により出演者(5組程度)を決定し、その中から公

演当日大手レヨードメーカーのプロデューサーが直接審査し、

グランプリを決定!!賞金10万円。

当日は、スペシャルゲストに、2005ぴあ学園祭ランキング

No.1を 獲得した『UNDER GRAPH(ア ンダーグラフ)』がやつて

来ます。

また、昨年グランプリを受賞した『YOGOE HATS(ヨ ゴエ
ハッツ)』 も演奏でフェスティバルを盛り上げます。

■日時 :11月 25日 (土)14時 30分
■会場 :諫早文化会館

■料金 :2,000円 (全席指定 )

:業 |:::■
=|

9月 20日 (水 )
消印有効

ゲスト:石嶺聡子

スペシヤルゲスト:UNDER GRAPH(ア ンダーグラフ)

ただいま当フェスティバルの出演者を大募集しています。詳しくは、下記へ。

NBC長崎放送「長崎県ライ トミユージックフェスティバル係」
TEL狙 095L820-1060

■|!=|

管楽器、打楽器、ピアノからなるプロの吹奏楽ユニット
エ
マ

ジカウ・サウンズ"よ り選りすぐりのメンバー「ポケット・マジ

カル」(略してポケマジ)と地元中学・高等学校吹奏楽部との共

演。メンバーによるワークショップも開催します。

■日時:11月 25日 (土)14時
日会場 :対馬市交流センター (厳原町)

■料金 :当日 1,500円 (前売 1,000円 )

高校生以下 500円

※お問い合わせは、いずれも長崎県文化振興課へ(TEL 095-895‐ 2762)
長崎文化ジャンクション http://www.pref.nagasaki.jp/bunka/

彊義巽

卜
■

石井流津軽三昧線 秀旺会 西方小天鼓

弄頑 :II
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長崎県の歴史がぐんと面白くなるるすすめ本

届膝する長崎学醤
～ふるさとの魅力再発見に役立つ必携ガイド～

義:;轄報W論
=拶
二!:

第51回長崎県美術展覧会公募晨
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長崎県では、本県の歴史をテーマ毎にわかりやすく紹介するシリー

ズ本「旅する長崎学」を創刊しました。歴史の中に潜む新たな発見や、

意外なつながりを探訪する楽しみ、歴史の舞台となつた場所でしか味

わえない感動をお届けします。この秋、『旅する長崎学』を愛読書に、長

崎の旅を楽しんでみてはいかがでしょうか。

第
五
十
回
記
念
県
展
公
募
展
　
西
望
平
和
賞
　
「ス
ク
リ
ュ
ー
」

田
中
　
秀
穂
氏

作

や

サィズ
で

xlも弁
葬

【1】長崎会場

■期  間 :9月 16日 (土)～ 9月 30日 (土 )
■会  場 :長崎県美術館
■開館時間 :10時～20時/休館日:9月 25日 (月 )

【2】佐世保会場

■期  間 :10月 5日 (木)～ 10月 15日 (日 )
■会  場 :佐世保市博物館島瀬美術センター
■開館時間 :10時～18時/体館日 :10月 10日 (火 )

〔3】 諫早会場

■期  間 :10月 19日 (本)～ 10月 29日 (日 )
■会  場 :謙早文化会館
■開館時間 :9時～17時/体館日 :10月 23日 (月 )

長崎県文化史の一翼を担って51年。日本画・洋画・彫刻・

工芸・書・写真・デザインの傑作が一同に揃う。今年も

会期中、委嘱作家の提供作品によるオークションや小・

中学生を対象とするワークショップを開きます。

●団体は20名以上

0障害者手中長保持者及び介護者1名は5審」洒額
0前売券販売所 !

県文化振興課・県展事務局 長崎県美術館・瀑屋プレイ

ガイド・画材店など

*移動展
【1】島原市会場

■期間 :11月 9日 (木 )～ 11月 12日 (日 )
■会場 :有明総合文化会館

【2】 壱岐市会場

■期間 :11月 16日 (本 )～ 11月 19日 (日 )
■会場 :壱山支文化ホール

【3】 雲仙市会場

■期間 :11月 23日 (木 )～ 11月 26日 (日 )

■会場 :愛野町トレーニングセンター

☆移動展は入場無料です。

～
お
す
す
め
の
ひ
と
こ
と
～

０
市
川
　
森

一
さ
ん
（脚
本
家
）

長
崎
の
史
跡
は
、
ポ
ジ
テ
ィ
ブ

（見
え
る
も
の
）
と

ネ
ガ
テ
ィ
ブ

（見
え
な
い
も
の
）
の
二
重
構
造
に
な

っ
て
い
る
。
『
旅
す
る
長
崎
学
』
を
旅
の
お
供
に
し

て
い
た
だ
け
ば
、
見
え
な
い
も
の
が
見
え
て
く
る
。

●
福
地

茂

雄

さ
ん
（ア
サ
ヒ
ビ
ー
ル
（株
）相
談
役
）

日
本
人
の
価
値
観
は
多
様
化
各
同
度
化
し
つ
づ
け

て
い
る
。
観
光
旅
行
も
た
だ
単
に
「
ハ
ヨ
も
の
」
を

訪
ね
た
り
、
「美
味
を
探
す
」
旅
を
卒
業
し
、
「意
味

あ
る
旅
」
を
探
し
求
め
て
い
る
。
『旅
す
る
長
崎
学
』

は
、
単
な
る
観
光
案
内
書
を
超
え
て
、
そ
う
い
っ
た

人
た
ち
の
ウ
ォ
ン
ツ
を
充
た
す
書
だ
と
思
う
。

●
林
一　
一
馬
さ
ん
（長
崎
総
合
科
学
大
学
学
長
）

長
崎
県
は
広
い
。
し
か
も
各
地
域
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ

に
刻
ま
れ
た
歴
史
が
あ
り
、
一
様
で
な
い
か
ら
奥

深
い
。
の
み
な
ら
ず
、
そ
れ
が
海
外
と
つ
な
が

っ

い
る
の
も
大
き
な
魅
力
だ
。
一こ
う
い
う
歴
史
的

上
で
あ
る
長
崎
を
本
当
に
知
る
た
め
に
は
、
「旅

る
」
以
外
に
な
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
格
好
の

イ
ド
本
の
登
場
で
、
愉
し
み
は
つ
き
そ
う
に
な

０
光
田
　
明
正
さ
ん
（前
長
崎
外
国
語
大
学
学
長
）

日
本
の
中
に
あ
っ
て
、
長
崎
は
ユ
ニ
ー
ク
で
あ
る
。

ま
た
外
か
ら
見
る
と
、
日
本
を
世
界
に
向
か

っ
て

代
表
し
て
き
た
存
在
で
も
あ
る
。
ゆ

っ
く
り
と
自

分
の
足
で
歩
き
、
日
で
確
か
め
な
が
ら
思
素
を
し

つ
つ
、
旅
す
る
の
が

一
番
よ
い
。
そ
の
ガ
イ
ド
と
な

り
、
長
崎
を
理
解
す
る
の
に
こ
の
う
え
な
い
良
き

資
料
が
誕
生
を
見
た
と
言
え
よ
う
。

第1号 :長崎で「ザビエル」を探す    第2号 :長崎発ローマ行き、天正の旅  第3号 :26聖人殉教、島原の乱から鎖回ヘ

い ガ す 風 て が

【お問い合わせ】『プロジェクト』について:長崎県文化振興課 TEL.095-895-2762
『旅する長崎学』について:lttl長 崎 文 献 社 TEL.095-823-5247

「長崎県内における芸術文化団体相互の連絡

協調を図り、文化活動を促進して県民文化の向

上を期する」ことを目的に昭和38年発足。現在

99団体が加盟 しています。会長は金子原二郎

長崎県知事。     |

◎編集後記
。一瞬の風景を読み取る俳句。200年に及パ歴史を感じさせ

る樺島ハイヤ節。今回の取材は好対照でしたが、「芸」に掛

けるその熱意はすさまじいものでした。「文化の秋」本番、

今年 も県民文化祭を満喫して下さい。(江日)

・事務所を飛び出し取材に出かけると、文化活動をされて

いる方々の情熱を身近に感 じられ元気が湧いてきます。

その情熱を少 しでも伝えられるよう、四苦八苦 しながら

原稿老書きました。いかがだったでしょうか。(野崎)

BUNKYO文協
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住 所//〒850-8570 長山奇市江戸日丁2番 13号
長崎県文化 スポーツ振興部 文化振狐課内

第65号 (2006)平成 18年 9月発行

電 言舌//TEL(095)822-6049 FAX(095)829-2336
編 集/長崎県文化団体協議会事務局
印 刷/日本紙工印刷 (株 )

当  日 前売リ 団 体 当  日 前売り 団 体

500円 400円 400円 250円 200円 200円

300円 200円 150円 100円

400円 320円 200円 160円

無 料 無 料小 中 生

70歳以上

高  校

区  分

佐世保・謙早会場/入場料長崎会場/入場料

議義 晏婚諄
キリンタン文化に1

各号600円

旅する長崎学
キリシタン文化 IⅢ

●A5判、64ペー
オールカラー

好評発売中の「キリンタン文化編」は、今年中に5円を発刊予定。

◎長崎県文化団体協議会とは?
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